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質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況
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建　　　設 28
19
33

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２４年１２月２０日　～　１２月２７日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内161事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

35
62.2%
54.3%

回答数
60.2%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
161
45

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

75.0%

▲25＞DI

37 17 45.9%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
７月 ▲ 29.8 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ▲ 48.5 ▲ 35.2
８月 ▲ 38.0 ▲ 24.1 ▲ 26.3 ▲ 60.0 ▲ 29.4
９月 ▲ 36.9 ▲ 28.0 ▲ 23.5 ▲ 58.8 ▲ 18.7

１０月 ▲ 32.6 ▲ 18.5 ▲ 18.1 ▲ 51.4 ▲ 35.0
１１月 ▲ 39.6 ▲ 20.6 ▲ 27.7 ▲ 55.8 ▲ 50.0
１２月 ▲ 23.7 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 54.5 ▲ 5.8

見通し ▲ 20.6 ▲ 14.2 ▲ 15.7 ▲ 36.3 ▲ 5.8

【製造業】からは、「一部材料仕入れ単価の下落が始まったが下げ幅が少ないためコスト削減にはなかなかつながらない。値上げ前
までは戻っていない。また、求人を出しているが応募者が少ない」（紙製容器製造業）などのコメントが寄せられた。

【平成２４年１２月の調査結果のポイント】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．７(前月水準▲３９．６)となり、マイナ
ス幅が１５．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲５．８(同▲
５０．０)、製造業±０．０(同▲２７．７)、建設業▲１４．２(同▲２０．６)、卸小売業▲５４．５(同▲５５．８)であ
る。特に、サービス業はマイナス幅が４４．２ポイントと大幅に縮小した。

○

≪　業況ＤＩのマイナス幅が大幅に縮小　政権交代への期待大きく≫

【建設業】からは、「仕事量は増加しているが、受注単価は変わらず」（塗装工事業）、「施工件数、規模ともに前年と変わらないが単
価が下がっているので売上高減少となっている。施工業者職人不足が続き来年１月からの物件の段取りに追われている。不況の影
響で会社を清算、整理、転職した結果の人手不足、消費税値上げ前の駆け込み需要の影響からの忙しさと思われる。単価日程等
が合わず断った現場の再度の依頼も数件出ているがやはり業者不足からと思われる」（その他の職別工事業）、「畳を新年に向けて
新しくしたいというお客様が多くおり、個人向けの需要が拡大。原材料価格が上がり続けているのが悩みだが多くのお客様に畳のよ
さをお届したい」（内装工事業）などのコメントが寄せられた。

◎クリスマス商戦

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「冬物衣料の動きはよくない。寒い冬にはなったが売れているものは小物が中心。クリスマス関連では食品はなんとか
昨年をクリアした程度。日程では３連休のため家庭でクリスマスにはぴったりだったはずだが振るわず」（その他の各種商品小売
業）、「クリスマス商戦は直前に集中し２２日（土）～２４日（月・祝）の３日間対比で１０２.２％という結果であった」（その他の各種商品
小売業）、「クリスマス商戦は例年と比べ予約数が減り当日売りが増えたが客単価は減り厳しい結果になった」（菓子・パン小売業）な
どのコメントが寄せられた。

各業種から、「取引先企業による海外での生産計画が加速している中受注量の減少が見られる。新政権での内需拡大への経済対
策に期待したい」（一般産業用機械・装置製造業）、「政権交代があり、自民党に戻り少々景気が戻っているが、長期的にはデフレ経
済の中でインフレが起こるという難しい状況が待ち受けている気がする。地元でもデフレが起こる理由をみんなが考え、新たな取り
組みが必要だと痛切に感じている」（各種食料品小売業）、「昨今の政局の変化など景気向上対策から期待も望まれます。少しでも
上向いて取引拡大が出来るよう努力したい」（食料・飲料卸売業）、「政権交代でいよいよ消費税アップが具体的になってくるのでとり
あえずは特需に期待しています」（不動産賃貸業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「業界的には前倒しのバーゲンを実施するところが多くなっているが、生産調整によりバーゲン対応商品が集ま
りづらくなっている。当社の高額商品もセール前は全く消化できなかったが割引した所単価２～４万のものがだいぶはけた。高額商
品はやはりバーゲン待ちという感じ」（婦人・子供服小売業）、「１２月に入ってもクリスマスや暮れのムードは見られず例年になく景気
の停滞を感じます」（花・植木小売業）、「エレベータ事故が増え、注目度が上がったため管理意識も高まっているが、売上増につな
がるかはわからない。問い合わせは増えている。改修工事改善が多くなるのではと期待する」（一般機械器具卸売業）などのコメント
が寄せられた。

各業種から、「工事量・売上ともに増加しているが利益は思ったほどの増加無し。まだまだ上向きムードがないため来年に期待して
いる」（電気工事業）、「決算が９月だが前々期と比較してみると売り上げが少々ですが向上しています」（印刷業）、「昨年、柏レイソ
ル優勝セールを開催したこともあり、特価品売上が減少。ただ、クリスマス３連休などは曜日並びも良く、売上が前年を上回る日が多
かった。１２月度全体では、前年△１．５で推移」（百貨店）などのコメントが寄せられた。

◎政権交代

◎売上・受注増加

【サービス業】からは、「昨年と比較すると金土曜日が悪い。宴会単価が下がっている。予約時の人数が直前確認ではほとんど減少
する等」（酒場・ビヤホール）、「お客様の減少傾向は止まってきました。価格は相変わらず下落しています。お客様の購買意欲はあ
りますが契約までの期間は慎重になっており長引いています」（不動産管理業）、「今年もわずかですが年度末に向けた工事がいく
つか芽が出てきた感じです。ただ単価が下落して、忙しくても利益が出ていないのが現状」（ソフトウェア業）などのコメントが寄せられ
た。
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平成24年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全　産　業 ▲ 29.8 ▲ 38.0 ▲ 36.9 ▲ 32.6 ▲ 39.6 ▲ 23.7 ▲ 20.6 ( ▲ 33.6 )

建　　　 設 ▲ 14.2 ▲ 24.1 ▲ 28.0 ▲ 18.5 ▲ 20.6 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ( ▲ 13.7 )

製　　　 造 ▲ 11.7 ▲ 26.3 ▲ 23.5 ▲ 18.1 ▲ 27.7 ±0.0 ▲ 15.7 ( ▲ 27.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 48.5 ▲ 60.0 ▲ 58.8 ▲ 51.4 ▲ 55.8 ▲ 54.5 ▲ 36.3 ( ▲ 52.9 )

サ ー ビ ス ▲ 35.2 ▲ 29.4 ▲ 18.7 ▲ 35.0 ▲ 50.0 ▲ 5.8 ▲ 5.8 ( ▲ 35.0 )

○

○

先行き見通し

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．７(前月水準▲３９．６)となり、
マイナス幅が１５．９ポイント縮小した。

【平成２４年１２月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２０．６（前月水準▲３３．
６）となり、マイナス幅が１３．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲５．８(同▲３５．０)、卸小売業▲３６．３(同▲５２．９)、製造業▲１５．７(同▲２７．７)である。特
に、サービス業はマイナス幅が２９．２ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大す
る見通しの業種は、建設業▲１４．２(同▲１３．７)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
５．８(同▲５０．０)、製造業±０．０(同▲２７．７)、建設業▲１４．２(同▲２０．６)、卸小売業▲５４．５
(同▲５５．８)である。特に、サービス業はマイナス幅が４４．２ポイントと大幅に縮小した。

平成２４年１２月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年１２月の業況

１２月

3

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ＤＩ値

月別

平成２４年１２月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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平成24年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全　産　業 ▲ 17.5 ▲ 39.0 ▲ 40.2 ▲ 21.1 ▲ 27.7 ▲ 21.6 ▲ 18.5 ( ▲ 6.9 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 31.0 ▲ 28.0 ▲ 7.4 ▲ 13.7 △ 3.5 ▲ 7.1 ( △ 17.2 )

製　　　 造 △ 11.7 ▲ 21.0 ▲ 23.5 ▲ 4.5 ▲ 22.2 ▲ 5.2 ▲ 26.3 ( ▲ 33.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 31.4 ▲ 60.0 ▲ 64.7 ▲ 45.7 ▲ 47.0 ▲ 42.4 ▲ 30.3 ( ▲ 20.5 )

サ ー ビ ス ▲ 47.0 ▲ 29.4 ▲ 25.0 ▲ 15.0 ▲ 20.0 ▲ 41.1 ▲ 5.8 ( △ 5.0 )

○

○

【平成２４年１２月の売上についての状況】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２１．６(前月水準▲２７．７)となり、
マイナス幅が６．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、建設業３．５(同▲１３．７)で
ある。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲５．２(同▲２２．２)、卸小売業▲４
２．４(同▲４７．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、サービス業▲４１．１(同▲２０．０)であり、
マイナス幅が▲２１．１ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１８．５（前月水準▲６．９）
となり、マイナス幅が▲１１．６ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業▲２６．３(同▲３
３．３)である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、建設業▲７．１(同１７．２)、サービス業
▲５．８(同５．０)であり、特に建設業は▲２４．３ポイントと大幅に悪化する見通しである。マイナス幅
が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲３０．３(同▲２０．５)である。

　　平成２４年１２月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

全 産 業

産業別 平成２４年１２月の売上

１２月

4

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

１２月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ＤＩ値

月別

平成２４年１２月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全　産　業 ▲ 38.1 ▲ 40.0 ▲ 45.6 ▲ 31.7 ▲ 40.5 ▲ 26.8 ▲ 19.5 ( ▲ 24.7 )

建　　　 設 ▲ 28.5 ▲ 41.3 ▲ 44.0 ▲ 22.2 ▲ 34.4 ▲ 14.2 ▲ 17.8 ( ▲ 17.2 )

製　　　 造 ▲ 23.5 ▲ 21.0 ▲ 11.7 ▲ 27.2 ▲ 27.7 ±0.0 ▲ 10.5 ( ▲ 38.8 )

卸 ・ 小売 ▲ 51.4 ▲ 57.1 ▲ 64.7 ▲ 48.5 ▲ 61.7 ▲ 54.5 ▲ 33.3 ( ▲ 32.3 )

サ ー ビ ス ▲ 41.1 ▲ 23.5 ▲ 43.7 ▲ 20.0 ▲ 25.0 ▲ 23.5 ▲ 5.8 ( ▲ 10.0 )

先行き見通し

　　平成２４年１２月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ 向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１９．５（前月水準▲２４．
７）となり、マイナス幅が５．２ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造
業▲１０．５(同▲３８．８)、サービス業▲５．８(同▲１０．０)である。特に、製造業はマイナス幅が２
８．３ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい
順に、卸小売業▲３３．３(同▲３２．３)、建設業▲１７．８(同▲１７．２)である。

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２６．８(前月水準▲４０．５)となり、
マイナス幅が１３．７ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業±０．０
(同▲２７．７)、建設業▲１４．２(同▲３４．４)、卸小売業▲５４．５(同▲６１．７)、サービス業▲２３．５
(同▲２５．０)である。特に、製造業はマイナス幅が２７．７ポイントと大幅に縮小した。

【平成２４年１２月の採算についての状況】

○

全 産 業

産業別 平成２４年１２月の採算

１２月

5

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

１２月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ＤＩ値

月別

平成２４年１２月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

5



平成24年
７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全　産　業 ▲ 18.5 ▲ 10.0 ▲ 19.5 ▲ 11.5 ▲ 17.8 ▲ 15.4 ▲ 11.3 ( ▲ 20.7 )

建　　　 設 ▲ 35.7 ▲ 24.1 ▲ 32.0 ▲ 22.2 ▲ 34.4 ▲ 28.5 ▲ 32.1 ( ▲ 34.4 )

製　　　 造 △ 5.8 △ 21.0 ±0.0 ▲ 9.0 ±0.0 ±0.0 ▲ 5.2 ( ▲ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 22.8 ▲ 17.1 ▲ 17.6 ▲ 5.7 ▲ 17.6 ▲ 24.2 ▲ 3.0 ( ▲ 17.6 )

サ ー ビ ス ▲ 5.8 ▲ 5.8 ▲ 25.0 ▲ 10.0 ▲ 10.0 △ 5.8 ±0.0 ( ▲ 20.0 )

先行き見通し

【平成２４年１２月の仕入単価についての状況】

○

○

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．４（前月水準▲１７．８)とな
り、マイナス幅が２．４ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業５．８(同▲１０．
０)である。マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲２８．５(同▲３４．４)である。変らない業種は、製
造業±０．０(同±０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲２４．２(同▲１７．６)であ
る。

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１１．３（前月水準▲２０．
７）となり、マイナス幅が９．４ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業±０．０(同▲２０．０)、卸小売業▲３．０(同▲１７．６)、建設業▲３２．１(同▲３４．４)、製造業▲
５．２(同▲５．５)である。特に、サービス業はマイナス幅が２０．０ポイントと大幅に縮小する見通しで
ある。

　　平成２４年１２月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年１２月の仕入単価

１２月

6

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ＤＩ値

月別

平成２４年１２月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全　産　業 ▲ 5.1 ▲ 2.0 ▲ 4.3 ▲ 2.8 △ 2.9 △ 1.0 △ 4.1 ( △ 7.9 )

建　　　 設 △ 7.1 △ 3.4 △ 16.0 △ 11.1 △ 10.3 △ 14.2 △ 25.0 ( △ 20.6 )

製　　　 造 ▲ 11.7 ▲ 10.5 ▲ 29.4 ▲ 18.1 ▲ 11.1 ▲ 21.0 ▲ 21.0 ( ▲ 11.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 11.4 ▲ 8.5 ▲ 11.7 ▲ 8.5 ▲ 8.8 ▲ 3.0 ▲ 3.0 ( ▲ 2.9 )

サ ー ビ ス ▲ 5.8 △ 11.7 △ 6.2 △ 5.0 △ 25.0 △ 11.7 △ 11.7 ( △ 25.0 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、建設業１４．２(同１０．３)である。マイ
ナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲３．０(同▲８．８)である。プラス幅が縮小した業種は、サービ
ス業１１．７(同２５．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲２１．０(同▲１１．１)である。

【平成２４年１２月の従業員についての状況】

○

○

先行き見通し

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、４．１（前月水準７．９）となり、
プラス幅が▲３．８ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、建設業２５．０(同２０．６)で
ある。プラス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業１１．７(同２５．０)である。マイナス幅が拡大
する見通しの業種は、製造業▲２１．０(同▲１１．１)、卸小売業▲３．０(同▲２．９)である。

　　平成２４年１２月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、１．０(前月水準２．９)となり、プラス
幅が▲１．９ポイント縮小した。

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年１２月の従業員

１２月

7

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ＤＩ値

月別

平成２４年１２月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月～３月 ( １２月～２月 )

全　産　業 ▲ 10.3 ▲ 11.0 ▲ 14.1 ▲ 11.5 ▲ 17.8 ▲ 10.3 ▲ 16.4 ( ▲ 13.8 )

建　　　 設 △ 7.1 ▲ 3.4 ▲ 12.0 ▲ 3.7 ▲ 6.8 ±0.0 ▲ 7.1 ( ▲ 3.4 )

製　　　 造 ▲ 5.8 ▲ 5.2 ▲ 11.7 ▲ 9.0 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 10.5 ( ▲ 16.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 22.8 ▲ 25.7 ▲ 23.5 ▲ 20.0 ▲ 35.2 ▲ 30.3 ▲ 33.3 ( ▲ 29.4 )

サ ー ビ ス ▲ 17.6 ±0.0 ±0.0 ▲ 10.0 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 5.8 ( ±0.0 )

先行き見通し

平成２４年１２月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２４年１２月の資金繰りについての状況】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．３(前月水準▲１７．８)となり、
マイナス幅が７．５ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業±０．０
(同▲１１．１)、サービス業±０．０(同▲１０．０)、建設業±０．０(同▲６．８)、卸小売業▲３０．３(同▲
３５．２)である。

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１６．４（前月水準▲１３．
８）となり、マイナス幅が▲２．６ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業▲１０．５(同▲１
６．６)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲５．８(同±
０．０)、建設業▲７．１(同▲３．４)、卸小売業▲３３．３(同▲２９．４)である。

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年１２月の資金繰り

１２月

8

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ＤＩ値

月別

平成２４年１２月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 21.6 ▲ 18.5 ▲ 26.8 ▲ 19.5 ▲ 15.4 ▲ 11.3 △ 1.0 △ 4.1
建　　　設 △ 3.5 ▲ 7.1 ▲ 14.2 ▲ 17.8 ▲ 28.5 ▲ 32.1 △ 14.2 △ 25.0
製　　　造 ▲ 5.2 ▲ 26.3 ±0.0 ▲ 10.5 ±0.0 ▲ 5.2 ▲ 21.0 ▲ 21.0
卸 ・小売 ▲ 42.4 ▲ 30.3 ▲ 54.5 ▲ 33.3 ▲ 24.2 ▲ 3.0 ▲ 3.0 ▲ 3.0
サービス ▲ 41.1 ▲ 5.8 ▲ 23.5 ▲ 5.8 △ 5.8 ±0.0 △ 11.7 △ 11.7

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 23.7 ▲ 20.6 ▲ 10.3 ▲ 16.4
建　　　設 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 7.1
製　　　造 ±0.0 ▲ 15.7 ±0.0 ▲ 10.5
卸 ・小売 ▲ 54.5 ▲ 36.3 ▲ 30.3 ▲ 33.3
サービス ▲ 5.8 ▲ 5.8 ±0.0 ▲ 5.8

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２４年１２月の業種別業界内トピックス】
業種別 概 　　　　　　　　　　　況 業種

工事量・売上ともに増加しているが利益は思ったほどの増加無し。まだま
だ上向きムードがないため来年に期待している

工事増加
利益横ばい
先行き期待

電気工事業

工事完成が多いので資金繰りは良好です 資金繰り良好 一般土木建築工事業
仕事量は増加しているが、受注単価は変わらず 工事増加

受注単価横ばい
塗装工事業

施工件数、規模ともに前年と変わらないが単価が下がっているので売上
高減少となっている。施工業者職人不足が続き来年１月からの物件の段
取りに追われている。不況の影響で会社を清算、整理、転職した結果の
人手不足、消費税値上げ前の駆け込み需要の影響からの忙しさと思わ
れる。単価日程等が合わず断った現場の再度の依頼も数件出ているが
やはり業者不足からと思われる

単価下落
売上減少
人手不足
消費税増税
駆け込み需要
業者不足

その他の職別工事業

気温水温が低く推移しているため、１２月のガス販売量は前年比４.7％Ｕ
Ｐ

気候の影響
販売量増加

ガス業

政権が代わり景気対策の上でどのように変わるか期待します 政権交代
景気対策
先行き期待

塗装工事業

畳を新年に向けて新しくしたいというお客様が多くおり、個人向けの需要
が拡大。原材料価格が上がり続けているのが悩みだが多くのお客様に畳
のよさをお届したい

需要増加
原材料値上がり

内装工事業

政権交代し良くなるのではと期待している 政権交代
先行き期待

その他の職別工事業

一時期は幸い受注が重なったが、現時点では先行きが見えない状況であ
る。好転にいつ転じるか予想がつかない状況にある

受注増加
先行き不透明

その他の機械・同部品製造業

決算が９月だが前々期と比較してみると売り上げが少々ですが向上して
います。内容的にも改善した部分もあり、仕入外注の部分の工夫によって
粗利の率をあげ運転資金の新規借り入れを押さえ、現在までの借り入れ
返済を優先させました。借入金による支払いはその場は楽ですがその後
には必ず苦が来ています。健全な経営を目標に努力を続けていきたいと
思います

売上増加
財務改善

印刷業

取引先企業による海外での生産計画が加速している中受注量の減少が
見られる。新政権での内需拡大への経済対策に期待したい

海外生産増加
受注減少
政権交代
先行き期待

一般産業用機械・装置製造業

一部材料仕入れ単価の下落が始まったが下げ幅が少ないためコスト削
減にはなかなかつながらない。値上げ前までは戻っていない。また、求人
を出しているが応募者が少ない

仕入単価下落
求人減少

紙製容器製造業

業界的には前倒しのバーゲンを実施するところが多くなっているが、生産
調整によりバーゲン対応商品が集まりづらくなっている。当社の高額商品
もセール前は全く消化できなかったが割引した所単価２～４万のものがだ
いぶはけた。高額商品はやはりバーゲン待ちという感じ

セール前倒し
生産調整

婦人・子供服小売業

冬物衣料の動きはよくない。寒い冬にはなったが売れているものは小物
が中心。クリスマス関連では食品はなんとか昨年をクリアした程度。日程
では３連休のため家庭でクリスマスにはぴったりだったはずだが振るわず

冬物衣料不調
小物好調
クリスマス商戦
売上不振

その他の各種商品小売業

昨年、柏レイソル優勝セールを開催したこともあり、特価品売上が減少。
ただ、クリスマス３連休などは曜日並びも良く、売上が前年を上回る日が
多かった。１２月度全体では、前年△１．５で推移。

セール
特価品売上減少
売上増加

百貨店

１２月度は寒さが厳しくなったことからダウンやニットなど防寒物とアウター
の動きが好調であったことに加え、昨年は１０日から開催したイベントを今
年は５日から開催したことも後押しし売上高は好調に推移した。また、例
年より冷え込みが厳しいせいもあり、平日の入店客数が増加、キレイ目系
なトレンドの流れから会社員などの取り込みも図れた。クリスマス商戦は
直前に集中し２２日（土）～２４日（月・祝）の３日間対比で１０２.２％という
結果であった。月末、お正月商戦では館内の流動を図り買い廻りを高め

気候の影響
冬物衣料好調
売上増加
クリスマス商戦
お正月商戦

その他の各種商品小売業

建設

製造
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【平成２４年１２月の業種別業界内トピックス】
政権交代があり、従来の自民党に戻り少々景気が戻っているが、長期的
にはデフレ経済の中でインフレが起こるという難しい状況が待ち受けてい
る気がする。地元でもデフレが起こる理由をみんなが考え、新たな取り組
みが必要だと痛切に感じている。

政権交代
景気回復
デフレ

各種食料品小売業

クリスマス商戦は例年と比べ予約数が減り当日売りが増えたが客単価は
減り厳しい結果になった

クリスマス商戦
予約数減少
厳しい業況

菓子・パン小売業

クリスマスは苺が日照不足や寒冷で出来が悪く高騰、また卵も例年よりか
なり高かった

クリスマス商戦
材料高騰

菓子・パン小売業

１２月に入り冷え込みが厳しい日が続き野菜や果実では産地からの入荷
減少や年末に伴う取引増加もありますが一部品目では単価高が見られま
す。総体的には前年並みかやや減少傾向で推移しています。１年の中で
も活気付く年末の市場取引であります。また忘年会新年会用食材の需要
が伸びる時期となる要因もあります。また昨今の政局の変化など景気向
上対策から期待も望まれます。少しでも上向いて取引拡大が出来るよう
努力したい。

気候の影響
青果物入荷減少
需要増加
政権交代
先行き期待

食料・飲料卸売業

先月販売価格を値上げした分売上高は増加したが粗利はかなり悪い。１
０月くらいまでの気候の暖かさと器具の販売数伸び悩みが冬のいまでも
足を引っ張っている。

販売価格値上げ
売上増加
粗利悪化
気候の影響

燃料小売業

１２月に入ってもクリスマスや暮れのムードは見られず例年になく景気の
停滞を感じます

景気の停滞 花・植木小売業

エレベータ事故が増え、注目度が上がったため管理意識も高まっている
が、売上増につながるかはわからない。問い合わせは増えている。改修
工事改善が多くなるのではと期待する

事故増加
管理意識の高まり
改修工事

一般機械器具卸売業

昨年と比較すると金土曜日が悪い。宴会単価が下がっている。予約時の
人数が直前確認ではほとんど減少する等。

宴会単価減少 酒場・ビヤホール

新しい政権の経済対策に期待したい。業界としては低単価傾向が依然と
して続いている

政権交代
先行き期待
低単価傾向

食堂・レストラン

全国の婚姻組数は緩やかな減少傾向ではあるが来館者数の現象をくい
とめないと来年度は厳しくなりそう

婚姻件数減少 冠婚葬祭業

忘年会の受注は、件数、売り上げ共に昨年並みに進捗、宿泊は、競合他
社（フレッサイン千葉柏）の影響により、一室単価、稼働共に減少。料飲テ
ナント情報によると、個人消費の減少による一人単価が落ちているようで
ある。

宴会受注横ばい
宿泊稼働減少
個人消費減少
単価下落

ホテル

従業員不足の為生産量が増えない 従業員不足
生産量横ばい

食堂・レストラン

お客様の減少傾向は止まってきました。価格は相変わらず下落していま
す。お客様の購買意欲はありますが契約までの期間は慎重になっており
長引いています

客数減少下げ止まり
価格の下落

不動産管理業

政権交代でいよいよ消費税アップが具体的になってくるのでとりあえずは
特需に期待しています

政権交代
消費税増税
特需

不動産賃貸業

今年もわずかですが年度末に向けた工事がいくつか芽が出てきた感じで
す。ただ単価が下落して、忙しくても利益が出ていないのが現状

単価下落 ソフトウェア業

卸小売

サービス
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・ 政権が代わり景気対策の上でどのように変わるか期待します 塗装工事業

・ 政権交代し良くなるのではと期待している その他の職別工事業

・ 取引先企業による海外での生産計画が加速している中受注量の減少が見
られる。新政権での内需拡大への経済対策に期待したい

一般産業用機械・装置製造業

・ 政権交代があり、自民党に戻り少々景気が戻っているが、長期的にはデフレ
経済の中でインフレが起こるという難しい状況が待ち受けている気がする。
地元でもデフレが起こる理由をみんなが考え、新たな取り組みが必要だと痛
切に感じている。

各種食料品小売業

・ 昨今の政局の変化など景気向上対策から期待も望まれます。少しでも上向
いて取引拡大が出来るよう努力したい。

食料・飲料卸売業

・ 新しい政権の経済対策に期待したい。業界としては低単価傾向が依然とし
て続いている

食堂・レストラン

・ 政権交代でいよいよ消費税アップが具体的になってくるのでとりあえずは特
需に期待しています

不動産賃貸業

・ 工事量・売上ともに増加しているが利益は思ったほどの増加無し。まだまだ
上向きムードがないため来年に期待している

電気工事業

・ 気温水温が低く推移しているため、１２月のガス販売量は前年比４.7％ＵＰ ガス業

・ 決算が９月だが前々期と比較してみると売り上げが少々ですが向上してい
ます

印刷業

・ 昨年、柏レイソル優勝セールを開催したこともあり、特価品売上が減少。た
だ、クリスマス３連休などは曜日並びも良く、売上が前年を上回る日が多
かった。１２月度全体では、前年△１．５で推移。

百貨店

・ 先月販売価格を値上げした分売上高は増加したが粗利はかなり悪い。 燃料小売業

・ 冬物衣料の動きはよくない。寒い冬にはなったが売れているものは小物が
中心。クリスマス関連では食品はなんとか昨年をクリアした程度。日程では３
連休のため家庭でクリスマスにはぴったりだったはずだが振るわず

その他の各種商品小売業

・ １２月度は寒さが厳しくなったことからダウンやニットなど防寒物とアウターの
動きが好調であったことに加え、昨年は１０日から開催したイベントを今年は
５日から開催したことも後押しし売上高は好調に推移した。また、例年より冷
え込みが厳しいせいもあり、平日の入店客数が増加、キレイ目系なトレンド
の流れから会社員などの取り込みも図れた。クリスマス商戦は直前に集中し
２２日（土）～２４日（月・祝）の３日間対比で１０２.２％という結果であった。

その他の各種商品小売業

・ クリスマス商戦は例年と比べ予約数が減り当日売りが増えたが客単価は減
り厳しい結果になった

菓子・パン小売業

◎売上・受注増加

◎政権交代

◎クリスマス商戦
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平成２４年１２月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２３．７に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲３４．１
で柏の方がマイナス幅が１０．４ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業・サービス業・建設業で、製造業は１０ポイント以上良い。「柏
の景気」の方が悪い業種は卸小売業で１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２１．６に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２５．４
で、柏の方がマイナス幅が３．８ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業・建設業で、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方
が悪い業種はサービス業・卸小売業で、いずれも１０ポイント以上悪い。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が１．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が０．７で、柏の
方がプラス幅が０．３ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設
業・サービス業。「柏の景気」の方が悪い業種は製造業・卸小売業で、製造
業は１０ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１０．３に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１７．８
で、柏の方がマイナス幅が７．５ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業・サービス業・建設業で、製造業は１０ポイント以上良い。「柏
の景気」の方が悪い業種は、卸小売業で、１０ポイント以上悪い。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２６．８に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２８．７
で、柏のほうがマイナス幅が１．９ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い
業種は、製造業・建設業・サービス業で、製造業は１０ポイント以上良い。
「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業で、１０ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１５．４に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１７．７
で、柏の方がマイナス幅が２．３ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、サービス業・製造業で、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は卸小売業・建設業。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 23.7 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 54.5 ▲ 5.8

▲ 34.1 ▲ 22.6 ▲ 35.9 ▲ 41.9 ▲ 30.9

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 21.6 △ 3.5 ▲ 5.2 ▲ 42.4 ▲ 41.1

▲ 25.4 ▲ 12.4 ▲ 29.5 ▲ 31.2 ▲ 26.3

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 26.8 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 54.5 ▲ 23.5

柏の景気

平成２４年１２月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO
▲ 28.7 ▲ 20.9 ▲ 31.8 ▲ 30.3 ▲ 28.3

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.4 ▲ 28.5 ±0.0 ▲ 24.2 △ 5.8

▲ 17.7 ▲ 27.6 ▲ 12.8 ▲ 16.4 ▲ 18.3

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 1.0 △ 14.2 ▲ 21.0 ▲ 3.0 △ 11.7

△ 0.7 △ 4.7 ▲ 6.3 △ 3.2 △ 5.9

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.3 ±0.0 ±0.0 ▲ 30.3 ±0.0

▲ 17.8 ▲ 13.3 ▲ 20.4 ▲ 19.4 ▲ 17.5

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成24年12月13日～19日 
 
調査対象：全国の417商工会議所が3096業種

     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（12月速報）
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国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
悪
化
。
先
行
き

は
慎
重
な
見
方
が
続
く 

 

１
２
月
の
全
産
業
合
計
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
３
４
．
１
と
、
前

月
か
ら
▲
３
．
０
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。
先
月
中
旬
か
ら
の
円
安
傾
向

は
好
材
料
で
あ
る
も
の
の
、
中
国

向
け
輸
出
低
迷
が
続
く
製
造
業

は
幾
分
回
復
す
る
も
低
水
準
で

推
移
。
ま
た
、
今
冬
の
賞
与
減
少

に
伴
う
個
人
消
費
の
冷
え
込
み

に
よ
る
影
響
に
加
え
、
商
品
の
多

様
化
や
低
価
格
化
に
よ
り
新
規

顧
客
の
取
り
込
み
を
図
る
大
手

チ
ェ
ー
ン
店
の
攻
勢
に
晒
さ
れ

て
い
る
小
売
業
・
飲
食
業
な
ど
、

地
域
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
３
５
．
１
（
今

月
比
▲
１
．
０
ポ
イ
ン
ト
）
と
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
。
最
近
の

円
安
・
株
高
傾
向
に
加
え
、
政
府

に
よ
る
経
済
対
策
や
中
国
経
済

の
回
復
に
対
す
る
期
待
感
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
電
力
料
金
の
値

上
げ
、
所
得
の
減
少
に
伴
う
消
費

マ
イ
ン
ド
の
低
迷
な
ど
、
楽
観
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
先
行
き
は
慎

重
な
見
方
が
続
く
。 

 

産
業
別
に
み
る
と
、
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
製
造
業
は
改
善
、
そ
の
他
の

４
業
種
は
悪
化
し
た
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。 

 【
建
設
業
】「
耐
震
や
省
エ
ネ
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
堅
調
な
も

の
の
、
資
材
や
労
務
費
の
負
担
が

重
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
」（
一
般
工
事
業
）、「
継
続
雇

用
制
度
に
よ
り
従
業
員
の
平
均

年
齢
が
上
昇
。
会
社
を
継
続
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
若
手
の
新
規

採
用
が
課
題
」（
一
般
工
事
業
）、

「
取
引
先
が
更
な
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
要
請
。
採
算
が
合
わ
な
い

た
め
受
注
を
見
送
っ
て
い
る
」

（
左
官
工
事
業
） 

 【
製
造
業
】「
ク
リ
ス
マ
ス
向
け

商
品
が
堅
調
で
、
売
上
は
好
転
」

（
菓
子
製
造
販
売
業
）、「
中
国

向
け
製
品
の
売
上
減
少
が
続
い

て
い
る
も
の
の
、
輸
出
割
合
が
高

い
自
社
に
と
っ
て
最
近
の
円
安

は
好
材
料
」（
鉄
器
製
造
業
）、

「
中
国
へ
の
輸
出
低
迷
に
よ
る

取
引
先
の
減
産
対
応
が
続
い
て

お
り
、
自
社
の
業
績
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
」（
自
動
車
部
品

製
造
業
） 

 【
卸
売
業
】「
低
価
格
化
が
進
む

ネ
ッ
ト
販
売
に
対
抗
す
る
た
め
、

自
社
も
販
売
価
格
を
下
げ
て
い

る
が
、
こ
の
た
め
利
益
が
確
保
で

き
な
い
」（
事
務
用
機
械
器
具
卸

小
売
業
）、「
米
の
仕
入
価
格
が

上
昇
し
て
お
り
、
採
算
が
悪
化
し

て
い
る
」（
米
穀
類
卸
売
業
）、

「
取
引
先
の
洋
菓
子
製
造
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
て
い
る
が
、
原
材
料

の
小
麦
粉
価
格
が
上
昇
。
大
き
な

打
撃
を
受
け
て
い
る
」（
小
麦
粉

等
卸
売
業
） 
 【

小
売
業
】「
ク
リ
ス
マ
ス
に
向

け
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
雑
貨
が
動

き
始
め
て
い
る
。
冬
物
衣
料
や
防

寒
用
品
も
好
調
に
推
移
」（
百
貨

店
）、「
近
隣
に
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
と
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ

プ
が
相
次
い
で
出
店
。
競
争
が
一

層
激
化
し
て
い
る
」（
総
合
ス
ー

パ
ー
）、「
年
末
商
戦
に
向
け
て

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
。
来
店
者
数

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
客
単

価
が
低
く
、
売
上
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
」（
商
店
街
） 

 【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
ト
ン
ネ
ル
事

故
の
影
響
に
よ
り
、
高
速
道
路
を

利
用
し
た
観
光
客
が
減
少
。
売
上

に
響
い
て
い
る
」（
飲
食
店
）、

「
今
冬
の
賞
与
減
少
に
伴
い
、
忘

年
会
・
新
年
会
を
敬
遠
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
影
響
は
大
き
い
」

（
飲
食
店
）、「
業
況
が
悪
い
中

で
、
来
年
度
か
ら
の
電
力
料
金
値

上
げ
に
伴
う
負
担
増
が
不
安
」

（
旅
館
業
） 

 
全国・産業別業況ＤＩの推移 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
７月  25.2  25.8  18.1  23.6  43.1  15.6
８月  23.8  19.6  21.9  27.3  34.3  16.6
９月  26.6  16.6  27.8  19.3  40.3  22.5

１０月  32.6  21.5  33.8  29.1  45.9  27.6
１１月  31.1  17.9  37.6  26.1  39.9  27.9
１２月  34.1  22.6  35.9  38.9  41.9  30.9
見通し  35.1  25.4  35.7  32.3  42.3  35.8

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


